
 従来のコミュニケーション(言語や表情)の情報ではなく、感情や生体
データなどの「人の内面」の情報をＩｏＴと空間演出によって表現・可視
化することで、内面の感情の揺れ動きも共有し、相手とより深くわかり
合える次世代コミュニケーションを実現します。

株)乃村工藝社及びグループイノベーション・ラボラトリー
「ＮＯＭＬＡＢ」とは、ＩｏＴ技術を活用した新たなコミュニケー
ション装置や空間デザインの分野で、共同提案に取り組み
ます。
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Step1. 可視化 Step2. 相互作用 Step3. 融合

人の「内面」をビジュアライズす
ることで、言葉や表情を使わ
ないコミュニケーションを演出

互いの感情を言葉や表情な
しで理解しあう他者との心

の寄り添い体験

人の内面と従来のコミュニケーショ
ン手段が融合することで、より進
化した人と人とのふれあいを実現

<めざす世界>

Step1. 《ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ》

映像
演出

数値データ
取得

数値データ
取得と保存

センシングチェア IoTアクセス制御エンジン 映像生成システム

人のデータをセンシング
するために、5箇所にセ
ンサが仕込まれた椅子

NTTドコモが開発したさまざま
なメーカーのIoTデバイスを制
御管理できるクラウド基盤

取得した数値情報に意味づ
けを行いリアルタイムで映像
信号に変換するシステム

(株)乃村工藝
社

(株)NTTドコモ

役割分担

構想/研究段階

 「ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ」は、現在のコミュニケーションの主な要素である
言葉や表情ではなく、リアルタイムに計測する生体データをもとにした
感情の波長の調和／分離によって、場所や言語の壁を超えた次世代
コミュニケーションをめざしたプロトタイプです。体験者の内面にある
安心や緊張の状態を計測し、クラウド上で他者のデータと融合すること
でドーム内の映像がリアルタイムで変化、二人の関係性をビジュアライズ
してコミュニケーションを行います。


